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 少子・高齢化の進行は，住宅への追加投資の判断にも影響を及ぼし，利害関係を複雑

化させるケースも見られる．所有者層の高齢化が進む既存木造住宅の耐震化のテンポは

遅く，空き家も増加傾向にあり，巨大地震への備えに懸念が生じている．住宅の耐震化

や空き家の利活用に当たっては，資金調達手段が重要と認識されているが，身近な資金

提供者は地域金融機関である．その地域金融機関は，更なる地域密着型金融の機能強化

が求められている一方で，リスク管理態勢の高度化など経営力の一層の強化に取り組む

ことも求められている．以上により，既成市街地の特性や地域金融機関の諸課題を踏ま

えつつ，自助の視点を中心に既存住宅の耐震化や空き家の利活用を図るための具体策を

検討する．  
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